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C 11 嫌気処理茶（ギャバロン茶）のアルコール分解促進作用
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矢野とし子

　〔目的〕嫌気処理をして得た茶（ギャバa y茶、ギャバロン紅茶、ギャバロンウーロン茶）

が本態性高血圧発症ラット（SHR）やヒトの血圧上昇を抑制すること、又、この茶の成

分の特徴であるr ―アミノ酪酸（ＧＡＢＡ）単独では0.1%で血圧上昇抑制効果が認めら

れるが、発現までの期間はギャバロン茶に比べて、より長く必要なこと、などを認め報告

してきた。今回は、アルコール飲用に伴い、その分解作用への影響を検討したところ、効

果か認められたので報告する。

　〔方法〕①ギャバロン茶は19 8 9年5月、野菜茶業試験場産ヤプキタを用いて製茶した。

製造した茶5 gをm湯2 ０ Omlで１分間浸出し、試料液とした。ギャバロン茶1 sを粉末

にして１ ０ 0mlの熱湯で６０分抽出した液および本試料液中の遊離アミノ酸をH P L Cに

より測定した。②１０～2 0週令ウスター系雄白ラットを2 4時間絶水させた後、試料液

を3 0～1 8 0分間給与後、2 0％エタノ-ルをゾンデを用いて2 ml経口投与、経時的に

屠殺して血中および肝臓中のエタノール含量を測定した。

　〔結果〕①ギャバロン茶に含まれている全アミノ酸量はGAB A 1 8 7 rag、Glu. 7 2mg、

Ala. 2 2 9mg、Asp. 2 lltigであり、浸出液中では８３、2 6、1 0 6、9n.gであった。ま

た2 0％エタノールを投与したラットでは１時間を最高値として以後漸減していくのか認

められた。②エタノール投与後１時間で、ギャバロン茶を飲用していたラットの血中およ

びアルコール含量は対照区に比較して半減していることが認められた。

C 12 ラット捧消化酵素活性の日内変動
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［目的］味覚は摂食或いは食物選択の際に大きな役割を果たしていると言われるが、消化

吸収にも影響があるのではないかと考えられる。小原は。犬では味覚刺激を行う時間によ

って嘩液分泌反応が変動し。給餌時間前では味覚刺激による反応がかなり見られるが、給

餌時刻を過ぎると味覚刺激をしても反応がみられないと報告している。しかし、特定の酵

素の変動については報告されていない。また、須田と斉藤は。ラットの小腸ジサッカリダ

ーゼは摂食時刻に対応したリズムがあるということを報告している。そこで、本実験では

嘩消化酵素活性にも日内変動があるか否か検討を行った。

［方法］４週令のS D 系雄性ラットを明暗サイクルを1 2時間とし。自由食で1 0日間飼

育した。その間、飼料は15％カゼイン飼料を与えた。解剖当日は朝8 時に給餌器を取り

除き、解剖は午後6 時から翌日の午後6時まで３時間毎に行った。試料は、ラットの腹部

切開後幽門部と盲腸の前部を切除し生食を腸内に吹き入れ内容物を採取し、腸内に分泌さ

れた豚液について譚消化酵素活性（アミラーゼ・リパーゼ・　トリプシン・キモトリプシン）

を測定した。

［結果］（1 ）摂食時刻以外にも消化酵素が分泌されていた（2)消化酵素によって変

動のバタ-ンが異なり、摂食時刻に対応して分泌されるアミラーゼ、摂食時刻に対応せず

に分泌されるトリプシン、キモトリプシン、リパーゼに分けられた。
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